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■鉄建建設株式会社（本社：東京都千代田区、社長：林 康雄）は、2015年 10月 14日千葉県立千

葉盲学校の生徒13名を、建設技術総合センター（千葉県成田市）に受け入れ、『鉄道体験会』に協

力しました。2011 年より同校の取り組みに協力しており、今回で 3回目の鉄道体験会となります。

実際の鉄道では触れて学ぶことが難しい、ホームとレールの位置関係を体感することや、非常停止

ボタンや転落検知マット、踏み切り設備に触れることで、歩行指導の観点から構造や仕組みを理解

していただくことが目的です。視覚に障害のある方たちの安全に少しでも寄与できたらと毎回協力

させていただいています。 

 

■鉄道体験会の内容 

時間予定：10:00～ホーム設備体験、11:00～踏み切り設備体験／参加者：千葉県立千葉盲学校 中

学部 生徒13名、先生14名／協力：鉄建建設株式会社 建設技術総合センター 研修センター講師 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■参加した生徒さんからは「線路からホームには自力でよじ登れると思っていたが、無理な高さと

実感できた。」「物を落としたときや、何かあった時は助けを求めることが大切だと思った。」などの
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建設技術総合センターで盲学校の生徒が鉄道体験会 

～模擬線路でホームの構造や列車非常停止警報装置などを体験～ 

ホームの高さを体感する生徒 レールなど線路設備に触れる生徒 

非常停止ボタンを操作する生徒 踏み切り設備の説明を受ける生徒 
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感想をいただきました。同盲学校の瀧本和男教諭からは、「視覚に障害のある子供は、複雑な線路や

ホームの構造を言葉だけでは簡単に理解することは難しい。子供たちにとって、今回すべてが本物

である鉄道施設に直接触れることは、ものの大きさや位置関係を体で感じとる点で、貴重な経験と

なった。」「3 回目となる鉄道体験会ですが、毎回協力してもらい鉄建建設さんには感謝している。

10 年 20 年先に子供たちが社会に出たときに、安心して鉄道施設を利用することにつながれば良い

と考えます。」とコメントをいただきました。 

 

■建設技術総合センターでは、社員の研修だけでなく、他の企業や大学生などにも施設を提供して

います。また、地域の皆さまや小学生を対象とした見学会などにも活用していただいています。今

後も、幅広く施設を利用・活用していただき、地域や社会と共に存在する企業をめざします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  以上 

最後に当社のキャラクター「てっくん」と記念撮影しました。 


